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わ  

じ
ん 

2001年２月15日 

県
警
の
対
応
は
？
９
年
２
ヵ
月
に
及
ぶ
監
禁

事
件
を
通
し
て
警
察
の
実
態
を
探
る
。

「
500
ｇ
で
生
ま
れ
た
娘
へ
」
井
上
美
智
代
著

／
全
盲
の
娘
を
明
る
く
育
て
る
た
め
の
ど
ん

な
苦
労
も
む
だ
で
は
な
か
っ
た
。「
生
き
て
ま

す
、
15
歳
。」の
母
に
よ
る
子
育
て
記
録
。

催
し

人
形
劇
団
「
マ
ザ
ー
エ
ッ
セ
ン
ス
」
公
演

と
き
▼
３
月
４
日
�
午
後
２
時
〜
３
時
　
と

こ
ろ
▼
視
聴
覚
室
　
内
容
▼
人
形
劇
「
お
お

か
み
と
７
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」
ほ
か
　
定
員
▼

150
人
　
申
し
込
み
▼
２
月
18
日
�
午
前
９
時

か
ら
整
理
券
配
布
　
※
無
料

お
は
な
し
会

「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
よ
み
き
か
せ
」（
乳
幼

児
対
象
）

と
き
▼
２
月
15
日
�
・
３
月
１

日
�
・
３
月
15
日
�
午
前
10
時
30
分

「
か
み
し
ば
い
の
会
」（
幼
児
〜
小
学
校
低
学

年
対
象
）

と
き
▼
２
月
18
日
�
午
後
２
時

「
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た
の
会
」（
乳
幼
児
対

象
）

と
き
▼
２
月
20
日
�
午
前
10
時
30
分

「
う
た
あ
そ
び
の
会
」（
幼
児
対
象
）

と
き

▼
２
月
24
日
�
午
後
２
時

「
お
は
な
し
レ
ス
ト
ラ
ン
」（
小
学
生
以
上
対

象
）

と
き
▼
３
月
３
日
�
午
後
３
時

□
３
月
の
休
館
日

５
日
�
・
12
日
�
・
19
日
�
・
21
日
�
・

23
日
�
・
26
日
�
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今
月
の
本
棚

「
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
、
チ
ャ
ー
リ
イ
、
そ
し

て
私
」
ダ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス
著
／
世
界
で
読

み
継
が
れ
て
い
る
名
作
「
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン

に
花
束
を
」。こ
の
著
者
が
作
品
誕
生
の
軌
跡

を
語
る
感
動
の
書
。

「
仁に

淀よ
ど

川
」
宮
尾
登
美
子
著
／
昭
和
21
年
、

満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
綾
子
。
農
家
の

嫁
と
し
て
の
葛か
っ

藤と
う

、
結
核
の
発
病
、
最
愛
の

父
母
の
死
な
ど
を
記
し
た
自
伝
的
長
編
小
説
。

「
わ
た
し
は
な
ぜ
誤
解
ば
か
り
さ
れ
る
の
か
」

デ
ィ
ミ
ト
リ
ア
ス
著
／
人
か
ら
好
か
れ
る
の

は
な
ぜ
あ
な
た
で
は
な
く
あ
の
人
な
の
か
！

「
こ
の
人
は
な
ぜ
自
分
の
話
ば
か
り
す
る
の

か
」
に
続
く
人
間
心
理
を
知
る
書
第
２
弾
。

「
チ
ー
ズ
は
ど
こ
へ
消
え
た
？
」
ス
ペ
ン
サ

ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
著
／
チ
ー
ズ
を
探
す
二
人

と
二
匹
の
物
語
。
チ
ー
ズ
や
登
場
人
物
は
人

生
の
様さ
ま

々ざ
ま

を
象
徴
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ
企
業

が
研
修
テ
キ
ス
ト
に
採
用
し
て
い
る
寓ぐ
う

話
。

「
新
潟
少
女
監
禁
事
件
」
毎
日
新
聞
新
潟
支

局
編
／
衝
撃
の
女
性
発
見
。
そ
の
時
の
新
潟

左
の
写
真
は
今
回
展
示
中
の
国
宝

桜
ヶ
丘
銅ど
う

鐸た
く

の
う
ち
の
１
点
で
す
。

前
回
の
１
号
銅
鐸
に
引
き
続
き
、
こ

の
２
号
銅
鐸
を
紹
介
し
ま
す
。

鐸た
く

身し
ん

（
胴
部
）
の
両
面
に
、
鹿
が

一
列
に
並
ん
だ
絵
が
あ
り
ま
す
（
下

図
）。鹿
は
、
銅
鐸
や
土
器
に
描
か
れ

た
弥
生
時
代
の
絵
画
の
最
も
多
い
モ

チ
ー
フ
で
、
稲
を
育
て
る
不
思
議
な

力
を
持
っ
た
動
物
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
銅
鐸
に
は

こ
の
よ
う
に
角
の
な
い
雌
鹿
が
多
い

の
に
対
し
、
土
器
に
描
か
れ
て
い
る

鹿
の
多
く
は
立
派
な
角
を
も
っ
て
い

る
雄
鹿
な
の
は
不
思
議
で
す
。
何
ら

か
の
意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
こ
れ
ら
一

連
の
桜
ヶ
丘
銅
鐸
を
は
じ
め
、
計
13

点
の
絵
画
銅
鐸
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

�
開
館
10
周
年
記
念
講
演
会

「
大
む
か
し
の
絵
　
子
ど
も
の
絵
」

と
き
▼
２
月
18
日
�
午
後
２
時
　
と

こ
ろ
▼
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
　
講

師
▼
佐
原
眞
氏
（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
長
）

�
映
画
会

市
川
崑
監
督
特
集
⑤
「
破
戒
」
（
１

９
６
２
年
作
品
）

と
き
▼
２
月
25
日
�
午
前
10
時
・
午

後
２
時
　
と
こ
ろ
▼
講
座
室

歴
史
博
物
館
（
�〈
77
〉６
６
５
５
）

２
月
の
催
し
も
の


